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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 128,807 2.2 2,830 △9.5 2,971 △5.6 1,378 △18.1

2022年３月期第２四半期 125,980 △7.8 3,128 △13.1 3,148 △12.8 1,683 △15.2

(注)包括利益 2023年３月期第２四半期 2,196百万円 ( 0.3％) 2022年３月期第２四半期 2,189百万円 ( 2.6％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 39.59 －

2022年３月期第２四半期 48.35 －
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 216,011 122,274 56.6

2022年３月期 236,719 121,471 51.3

(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 122,241 百万円 2022年３月期 121,433 百万円

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 23.00 － 40.00 63.00

2023年３月期 － 23.00

2023年３月期(予想) － 40.00 63.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

受注高 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 360,000 15.1 300,000 13.7 12,000 6.9 12,000 4.4 6,800 1.1 195.30

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 － 社 (社名) 、除外 － 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 34,818,578 株 2022年３月期 34,818,578 株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ － 株 2022年３月期 － 株

③ 期中平均株式数 2023年３月期２Ｑ 34,818,578 株 2022年３月期２Ｑ 34,818,612 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意）

　 本資料に記載されている将来に関する記述は、発表日現在で入手可能な情報にもとづいて作成したものであり、

　 実際の業績等は今後様々な要因によって異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は残るものの、行動制限

の緩和等により社会経済活動が正常化に向かう動きが見られております。一方で、日米金利差拡大を背景とした

歴史的な円安に起因する原材料価格や資機材価格、エネルギー価格の上昇、ウクライナ情勢の長期化に伴う経済

の不安定化などに影響されて景気が低迷する恐れがあります。

公共建設投資は、引き続き国土強靱化計画による政府投資をはじめとして底堅く推移するものと見込まれてお

りますが、民間建設投資は、需要は底堅さを維持しているものの、受注競争の激化や資機材価格高騰等の影響に

より厳しい事業環境が続いており、注視が必要な状況となっております。

また、民間住宅投資は、新設住宅着工戸数が2022年５月以降月次ベースで対前年同月比３ヶ月連続の減少とな

り、弱含みに推移しました。更には資機材価格高騰や労務の逼迫の影響による建設コストの増加が懸念されるこ

とから、価格動向を注視する必要があります。

当第２四半期連結累計期間の受注高は177,837百万円（前年同期比23.9％増）と前期に引き続き好調に推移し、

売上高は128,807百万円（前年同期比2.2％増）となりました。利益につきましては、営業利益は2,830百万円（前

年同期比9.5％減）、経常利益は2,971百万円（前年同期比5.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年

同期に比べて18.1％減の1,378百万円となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。セグメント利益の

調整額は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費等△2,008百万円およびその他の調整額△348百万円であり

ます。

（建築事業）

受注高は99,476百万円（前年同期比23.2％増）、完成工事高は61,044百万円（前年同期比9.2％増）となり、セ

グメント利益は1,159百万円（前年同期は72百万円）となりました。

（土木事業）

受注高は53,912百万円（前年同期比31.3％増）、完成工事高は44,999百万円（前年同期比7.0％減）となり、セ

グメント利益は2,529百万円（前年同期比18.7％減）となりました。

（不動産事業）

不動産の売買および賃貸等による売上高は22,763百万円（前年同期比4.8％増）となり、セグメント利益は

1,499百万円（前年同期比22.5％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ20,708百万円減少し、216,011百万円となり

ました。

その主な要因は、販売用不動産が6,298百万円、建設仮勘定が3,122百万円増加した一方、現金預金が27,143百

万円、受取手形・完成工事未収入金等が5,479百万円減少したことによるものです。

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ21,510百万円減少し、93,737百万円となりました。

その主な要因は、未成工事受入金が2,751百万円増加した一方、工事未払金が4,537百万円、短期借入金が

17,200百万円減少したことによるものです。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ802百万円増加し、122,274百万円となりました。

その主な要因は、為替換算調整勘定が858百万円増加したことによるものです。なお、親会社株主に帰属する四

半期純利益1,378百万円を計上した一方、配当金の支払1,392百万円があったことにより利益剰余金は14百万円減

少しております。

以上の結果、純資産の額から非支配株主持分を控除した自己資本の額は122,241百万円となり、自己資本比率

は、前連結会計年度末に比べ5.3ポイント増加し56.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2022年５月11日付で公表いたしました数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 67,899 40,755

受取手形・完成工事未収入金等 79,948 74,469

販売用不動産 13,759 20,058

未成工事支出金 1,422 1,470

不動産事業支出金 8,519 9,195

未収入金 3,741 2,915

その他 1,373 2,907

貸倒引当金 △82 △80

流動資産合計 176,582 151,693

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 6,118 6,223

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 1,361 1,536

船舶（純額） 696 674

土地 27,808 27,839

リース資産（純額） 151 128

建設仮勘定 5,438 8,560

有形固定資産合計 41,573 44,963

無形固定資産

のれん 1,576 1,452

その他 914 877

無形固定資産合計 2,490 2,330

投資その他の資産

投資有価証券 9,442 10,193

繰延税金資産 3,900 4,050

その他 2,952 2,996

貸倒引当金 △221 △216

投資その他の資産合計 16,073 17,023

固定資産合計 60,137 64,317

資産合計 236,719 216,011
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 28,561 24,024

短期借入金 17,200 －

未払法人税等 2,315 1,591

未成工事受入金 23,968 26,720

完成工事補償引当金 703 608

賞与引当金 3,785 4,397

その他 9,930 7,304

流動負債合計 86,465 64,646

固定負債

社債 15,000 15,000

再評価に係る繰延税金負債 256 256

繰延税金負債 501 487

船舶特別修繕引当金 71 62

退職給付に係る負債 10,627 10,960

その他 2,325 2,323

固定負債合計 28,782 29,090

負債合計 115,247 93,737

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 797 797

利益剰余金 115,892 115,878

株主資本合計 121,689 121,675

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 748 699

土地再評価差額金 △1,266 △1,266

為替換算調整勘定 60 919

退職給付に係る調整累計額 201 214

その他の包括利益累計額合計 △256 565

非支配株主持分 38 33

純資産合計 121,471 122,274

負債純資産合計 236,719 216,011
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高

完成工事高 104,267 106,043

不動産事業売上高 21,712 22,763

売上高合計 125,980 128,807

売上原価

完成工事原価 90,464 91,524

不動産事業売上原価 18,675 19,631

売上原価合計 109,139 111,156

売上総利益

完成工事総利益 13,803 14,519

不動産事業総利益 3,036 3,132

売上総利益合計 16,840 17,651

販売費及び一般管理費 13,711 14,820

営業利益 3,128 2,830

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 69 70

出資金運用益 － 85

償却債権取立益 3 83

その他 99 104

営業外収益合計 176 347

営業外費用

支払利息 126 112

その他 30 94

営業外費用合計 156 206

経常利益 3,148 2,971

特別利益

固定資産売却益 3 0

投資有価証券売却益 6 －

特別利益合計 9 0

特別損失

固定資産除却損 5 1

その他 1 －

特別損失合計 7 1

税金等調整前四半期純利益 3,150 2,970

法人税、住民税及び事業税 1,448 1,738

法人税等調整額 16 △141

法人税等合計 1,464 1,596

四半期純利益 1,685 1,374

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

1 △4

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,683 1,378
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 1,685 1,374

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 166 △49

為替換算調整勘定 160 513

退職給付に係る調整額 76 13

持分法適用会社に対する持分相当額 100 345

その他の包括利益合計 503 822

四半期包括利益 2,189 2,196

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,187 2,200

非支配株主に係る四半期包括利益 1 △4
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いにしたがって、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を、将来にわたって

適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

３．連結受注高・連結売上高の状況

項目

前第２四半期累計
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期累計
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

受
注
高

建築事業 80,753 56.3 99,476 56.0 18,723 23.2

土木事業 41,070 28.6 53,912 30.3 12,841 31.3

建設事業計 121,823 84.9 153,388 86.3 31,565 25.9

不動産事業 21,712 15.1 24,449 13.7 2,736 12.6

計 143,535 100.0 177,837 100.0 34,302 23.9

売
上
高

建築事業 55,884 44.4 61,044 47.4 5,159 9.2

土木事業 48,382 38.4 44,999 34.9 △3,383 △7.0

建設事業計 104,267 82.8 106,043 82.3 1,776 1.7

不動産事業 21,712 17.2 22,763 17.7 1,051 4.8

計 125,980 100.0 128,807 100.0 2,827 2.2

　


